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螺旋状波面に由来する円環型の強度分布と一光子あたり  (l:トポロジカルチャージ)の軌道角

運動量を有する光渦は超解像顕微鏡やレーザーアブレーション[1] など様々な応用研究がなされて

いる．ターゲット物質固有の吸収バンドに合わせて発振波長を可変できる光渦レーザーは、これ

らの応用において極めて重要な役割を果たす． 

われわれは、非線形光学結晶として非臨界位相整合 LiB3O5 (NCPM-LBO)結晶を用いた光渦励起

光パラメトリック発振器における共振器のフレネル数制御によって，励起光のトポロジカルチャ

ージをシグナル光もしくはアイドラー光に選択的に転写できることを実証した．その結果，シグ

ナル光として 735~990 nmの範囲で，アイドラー光として 1130~1903 nmの範囲で光渦を発生させ

ることに成功した[2]．本講演では，LD励起全固体レーザーの第二高調波を励起光として導入する

ことで、上記帯域において高平均出力でかつ高効率な光渦を発生させたので報告する． 

実験光学系の概略図を Fig.1 に示す．波長 532 nm，15 ns，繰り返し周波数 100 Hzのレーザー光

を螺旋型位相板(SPP)によって，l =1の光渦に変換し，共振器内に配置された 2 つの LBO 結晶(3

×3×30 mm,θ= 90º, φ=0º)を励起した．パラメトリック共振器は平面ミラー(HR@800 nm)と球面ミ

ラー(R=80 %@800 nm, CR:500 mm)で構築される．共振器長を 180 mmとした場合，シグナル光

(@900 nm)は光渦モードが，アイドラー光(@1301 nm)はガウシャンモードが観測された(Fig.2 inset)．

またその際の入出力特性を Fig.2に示す．発振閾値は約 1.7 mJで，最大励起エネルギー16 mJに対

して，シグナル光 3.2 mJ，アイドラー光 2.2 mJが計測された． 

 

 

Fig.1 Experimental setup.       Fig.2 Vortex output energy as a function of pump energy. 
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